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競合イベント存在下での治療の直接効果：Estimand と推定アルゴリズムのミスマッチが与える implication 

 

医学研究では、興味のあるイベントを起こせなくするイベント（競合イベント）がよく起こる。競合イベ
ントが存在するときに、競合イベントを介さない治療の直接効果を知りたい場合がある。競合イベント
を打ち切りイベントとして扱う古典的な解析手法は、競合イベントを取り除いたときの治療効果である、
制御された直接効果（controlled direct effect1）を与えるとされる 2。しかし、競合イベントを取り除くよう
な介入を想像するのは困難なことが多い（例：心血管イベントによる死亡）。近年提案された分離可能直
接効果（separable direct effects3,4）は、興味のあるイベントに直接影響を与えないメカニズム・有効成分を
取り除いた修正治療（modified treatment）の効果と解釈でき、試験実施者の知りたい効果により合致する
と考えられる。本研究は、esimand が分離可能直接効果である状況において、制御された直接効果の推定
量を使用する（競合イベントを打ち切る）ミスマッチについて考察する。両方の効果が識別できるモデル
下で、両者が異なる値・符号を取るようなデータ生成過程を例示する。最後に、エストロゲン治療と前立
腺がん死亡に関するランダム化試験データを用いて、それぞれの直接効果を推定した結果を提示する。 
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